
博物館活用カード  
活用学年及び時代 小学校６年 

中学校        

  奈良・平安時代 
活用資料コーナー及び

資料名 三芳野の里川越 
須恵器、瓦経 

資料についての解説 須恵器…奈良・平安時代にわたってつくられた。渡来人によって大陸か

ら伝えられた土器で、その製作にはろくろを使い、１０００度以上の高

温で焼いた。 
瓦経…喜多院の多宝塔の下から出土した。西日本に多く見られる。 

学習内容 ・大陸の文化がはいってくることによって、生活に変化が見られること。

〔博物館での学習〕 
①須恵器を見て、弥生式土器と比べて違

っているところを見つけてみよう。 
※色や筋に着目させる。 
②ろくろが使われるようになると、その

ほかにどんなところが変わってくる

と考えられるか。予想してみよう。 
③瓦経の中から、知っている漢字を書き

出してみよう。 
・この頃には漢字が使われており、今と

変わらないものもある。 
④仏教が伝わることで、ほかにどんなこ

とが変わってくると考えられるか。 
 

 

 
評価の観点 ・須恵器は、弥生式土器と比べて、どのようなところが違うかを見つけ

ることができる。（技能・表現） 
・大陸からの文化が入ってくることで、どんな所が変わってきたのかを

考えることができる。（思考・判断） 
活用のための留意事項 ・ワークシートとともに教師の助言等が必要。 

 


